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　欝灘舅髭較

ず七夜薬一7月謬鴨観音様．

　折からの雨にもかかわらず人出は上々。新津、三条な
　ど各地から訪れた露天商の呼び声に、祭気分はもりあが
　りました。

　　へ　　￥十七夜まんじゅうミも早々と売切れました。

　　主な内容
〉議会報告………………・〔2〕

〉上野小新校舎完成…・・…〔3〕

［＞地元就職最前線……・・…〔4〕

隊町職員募集……………●〔5〕

〉広報アンケート結果…・〔6〕

i［＞ガイド情報………・…・……・〔7〕

，〉あなたも踊りの輪の中に…〔8〕

i〉ふれあいパック………『…’〔9〕

i〉町史の窓………………’0●…〔10〕

i〉ようこそ川西町へ…………〔11〕

’〉戸籍の窓から………………〔12〕

田休日救急医

8月17日山口医院（袋町中）52｝2174

24日中条病院（北原）57－3018

31日第二藤巻医院（上　野）68－2018

9月7日富田医院（神明町）52－3269
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会義
昌
一
一
口

報告

　
七
月
二
十
四
日
第
四
回
町
議
会
臨
時
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
同
日
選
挙
の
事
務
経
費
と
故
田
中
議
員

の
議
会
葬
経
費
を
主
体
と
し
た
一
般
会
計

補
正
予
算
（
専
決
処
分
）
の
承
認
と
、
建

設
工
事
請
負
契
約
二
件
が
議
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
防
災
無
線
工
事
契
約

　
七
月
二
十
三
日
入
札
し
た
防
災
無

線
建
設
工
事
が
、
請
負
金
額
三
千
六

百
三
十
万
円
で
、
松
下
電
器
産
業
㈱

情
報
シ
ス
テ
ム
新
潟
営
業
所
と
の
請

負
契
約
を
議
決
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
契
約

同
じ
日
に
入
札
し
た
上
野
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
（
本
体
）
建

　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　〇　　　　　　　　●　　　　　　　　．　　　　　　　　一　　　　　　　．　　　　　　　■P　　　　　　　o　　　　　　日　　　　　　o　　　　　　．　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　〇　　　　・　　　　o　　　　o　　　o　　　■　　　●　　〇　　一一　　●　o　・　o
一・一

設
工
事
が
、
請
負
金
額
三
千
八
百
万

円
で
㈱
高
橋
工
務
店
と
の
請
負
契
約

を
議
決
。

議
決
が
必
要

な
請
負
契
約

町
が
、
建
設
工
事

な
ど
三
千
万
円
以

上
の
請
負
契
約
を

す
る
と
き
は
、
議
会
の
議
決
を
得
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
議
決
さ
れ

て
は
じ
め
て
本
契
約
が
締
結
さ
れ
ま

す
。

コミュニテイセンター建設予定地

町道上野西浦線

建
設
予
定
地

川西
歯科

【コ鵠器具

●
　火の見やぐら

　　　教
　　　員
　　　住
　　　宅

　　蔵
　　品

　　勲
　　宅

／　　　　　　■

∠／※

田
村
忠
司
宅

至　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至
十日町　県道小千谷十日町津南線　小千谷

●防火水槽

上野小学校

防災無線用拡声器設置

　　　　　　　　　　　　　　　　局　　　　　　　　　　　　　継　　　　　　　　　　唖　　　　　　　　に　　　　　窪　　の若

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　箇　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　橘
　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　野P　　　　　　　　　　　上
　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　撃　　　　　　　準　　　　　辮　　　　鐵　　　襯　禺仙

　
固
定
系
の
屋
外
拡
声
器
を
町
内
二

十
箇
所
に
設
け
、
緊
急
時
の
情
報
連

絡
な
ど
に
役
立
て
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
五
士
二
年
十
二
月
仙
田
地
区
を
中

心
と
し
た
同
報
無
線
装
置
を
開
設
。

五
十
九
年
七
月
に
防
災
無
線
局
と
し

て
認
可
さ
れ
た
現
在
の
設
備
を
、
そ

の
ま
ま
運
用
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
町

内
全
域
に
わ
た
っ
て
通
信
連
絡
体
制

を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

　
冬
ま
で
に
は
、
利
用
で
き
る
見
込

み
で
す
。

　400MHz

潔亀

覇
贈

、
’一／60MHz／／≦　尼

薩蕪、
　　　　　　　　o諭
　　　　　　　8●o・●

塑設備　電覇　1

勲撫

－
　
　
　
　
　
楡
　
’

災害対策本部

、、誇こ
宿直室

繊間謬
（固）　　　　（移）

后、薦

＼

煮N璽Σ一　　・幽！讐＿

　　　　　　　ハ
屋外受信装置

磐劇
　　戸別受信機

屋
外
受
信
局
（
拡
声
器
）

　
　
設
置
場
所

987654321
役
場
屋
上

川
西
中
屋
上

霜
条
火
の
見
や
ぐ
ら

上
野
　
　
〃

元
町
　
　
〃

新
町
新
田
〃

三
領
　
　
〃

仁
田
　
　
〃

原
田
　
　
〃

2019　181716151413　121110

木
落
火
の
見
や
ぐ
ら

中
仙
田
　
〃

室
島
　
　
〃

小
脇
（
パ
ン
ザ
マ
ス
ト
新
設
）

高
倉
火
の
見
や
ぐ
ら

田
戸
赤
谷
岩
瀬
大
倉
大
白
倉

小
白
倉

〃〃〃〃〃〃

㌧

戸

ル

㌧
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…
上

野

小

学

校

新
絞
峯
曇
菖
羅
成

　
建
設
費
は
、
本
体
工
事
が
二
億
八

千
四
百
七
十
三
万
八
千
円
、
そ
れ
に

給
排
水
暖
房
設
備
工
事
と
電
気
工
事

を
合
わ
せ
る
と
、
三
億
六
千
六
百
六

十
八
万
八
千
円
に
な
り
ま
す
。

　
児
童
会
長
の
内
山
祐
輔
君
（
六
年

生
）
は
、
新
校
舎
で
の
感
想
を
ー

　
「
い
ろ
い
ろ
な
特
別
教
室
が
で
き

た
こ
と
と
、
ど
こ
の
教
室
で
も
、
リ

モ
コ
ン
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
る
こ
と
が

大
変
う
れ
し
い
で

す
」
と
。

　
新
し
く
、
明
る

い
、
ゆ
っ
た
り
し

た
校
舎
で
、
百
四

十
六
名
の
児
童
は

元
気
に
勉
強
し
て

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
一
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陶
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9

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
暉

　
　
　
　
　
　
　
鱒

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
薗

　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
卵

　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
一

　繊嚢
　
昨
年
の
七
月
か
ら
進
め
ら
れ
て
い

た
、
木
造
校
舎
改
築
工
事
が
、
こ
の

た
び
完
成
し
ま
し
た
。

　
新
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
一
二
階
建
、
延
床
面
積
二
千
五
百
四

十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
。

念認毎鶏糧套
　
　
⑮

　
　
　
　
小
白
倉

協欝体◎　　
　
　
　
⑭

念
大
倉
一
二
差
路

選
　
　
　
⑬

醤
照
臼
大
倉
ト
ン
ネ

毒
・
岩
瀬
・

矯
　
　
⑫

◎

全
長
四
九
・
八
㎞

講
熱

側

凝

斗ヒ舎校

レ
特
別
教
室
　
一

　
　
（
理
科
室
）
　
一

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
謝
童
｝

　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
羅
．
児
…

　
　
　
　
　
響
皿

　
　
　
　
　
　
み
…

　
　
　
　
　
，
休
…

　
　
　
　
　
．
昼
…

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
お
一

区間 距離 選手年代別

スタ楚① 1．1㎞ 小学1．2年女子

①～② 1．1 小学1．2年男子

②～③ 1．3 小学3．4年女子

③～④ 1．85 小学5．6年女子

④～⑤ 1．85 小学3．4年男子

⑤～⑥ 2．3 小学5．6年男子

⑥～⑦ 3．5 中学男子
⑦～⑧ 3．5 〃

⑧～⑨ 1．7 10代女子
⑨～⑩ 3．6 10代男子

⑩～0 4．0 〃

⑪～⑫ 3．5 〃

⑫～⑬ 1．8 30代男子
⑬～⑭ 1．5 中学女子
⑭～⑩ 2．9 中学男子
⑮～⑯ 1．8 中学女子
⑯～⑰ 1．0 30代女子
⑰～⑱ 3．6 20代男子
⑱～⑲ 1．5 中学女子
⑲～⑳ 1．5 10代女子
⑳～⑳ 1．5 〃

⑳～⑳ 1．6 40代男子
⑫～⑳ 1．0 20代女子
⑳～ゴ」ル 0．8 50代男子

　　　　▲お　昼イフ

　　　　ご

惹、蒼
醤●嚇

白
倉
小

⑯鉄
塔
入
口

大⑰
倉

⑱
克
雪
セ
ン

⑲
タ
ー

越ケ沢トンネル

⑳仙田口付近

⑳
若のくぼ入口

　
　
　
⑥

マ
ル
カ
商
店

⑨
蝪
条

　
オ

取
安
神
社

　　　　　1雨　　　スタート
　　　　ゴール③役
　場

1T　J　勿

⑳霜条
1鶴吉入口

■
　⑳　コ新
⑧　　菱町
農協GS路⑤

④若
　山 脚

⑦山
口
屋

商
店

■………中継点

　　　⑩
ホテル古都

農
協
室
島
出
張
所

⑪

若
山
彦
三
郎
宅
附
近

貝
喰
橋

①農
協
千
手
支
所

②く
り
や
商
店

川西中学校スタート10月10日午前10時町内一周駅伝大会
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地
元
就
職
最
前
線

高
卒
の
求
人
、
就
職
状
況
を

　
　
　
　
　
職
安
に
、
き
く

　
今
春
、
高
卒
者
の
県
内
就
職
率
は
七
一
・
五
％
と
、
着
実
に
県
内
雇
用

が
す
す
ん
で
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
十
日
町
公
共
職
業

安
定
所
管
内
の
地
元
雇
用
の
実
態
は
、
男
子
三
六
・
九
％
、
女
子
三
〇
．

九
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
地
区
雇
用
協
議
会
や
職
安
で
は
、
地
元
企
業
を
紹
介
す
る
「
企

業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
配
っ
た
り
、
地
元
企
業
の
職
場
見
学
な
ど
を
実
施

し
、
学
校
や
生
徒
、
父
兄
に
地
元
就
職
促
進
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
高
校
三
年
生
は
、
こ
の
夏
休
み
に
自
分
の
進
路
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
地
元
の
就
職
状
況
や
、
来
春
の
地
元
求
人
な
ど
に
つ
い
て
、

職
安
に
そ
の
あ
ら
ま
し
を
う
か
が
っ
て
み
ま
し
た
。

新規学卒者激励のつどい（7月11日クロス10）

◎
高
校
生
が
職
業
を
選
ぶ
と
き
、
ど

ん
な
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。

＊
　
職
業
を
選
ぶ
よ
り
も
、
会
社
を

　
選
ぶ
傾
向
が
強
い
。

＊
　
事
務
系
と
か
販
売
、
サ
ー
ビ
ス

　
系
に
か
た
よ
っ
て
い
る
。
　
（
と
こ

　
ろ
が
、
こ
の
職
種
の
求
人
が
、
ほ

　
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る
）

＊
　
長
男
長
女
が
多
く
、
地
元
就
職

　
指
向
が
根
強
い
。

◎
高
卒
者
の
就
職
の
実
態
は

＊
　
今
春
の
状
況
で
は
、
十
日
町
管

内
の
就
職
率
三
二
・
五
％
、
管
内

を
除
く
県
内
一
二
％
、
県
外
五
四
・

　
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

＊
　
職
種
別
就
職
状
況
は
、
製
造
業
、

卸
売
・
小
売
業
が
約
八
○
％
と
な

　
っ
て
い
る
。

＊
　
生
徒
も
父
兄
も
、
地
元
に
魅
力

あ
る
企
業
が
あ
り
、
求
人
量
が
多

　
け
れ
ば
、
県
外
就
職
は
望
ま
な
い

　
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

◎
地
元
企
業
か
ら
求
人
申
込
が
出
る

時
期
は
、

＊
　
県
外
企
業
が
七
月
ご
ろ
求
人
す

　
る
の
に
く
ら
べ
、
地
元
企
業
は
八

　
月
後
半
で
遅
い
。

＊
　
地
元
企
業
は
、
採
用
計
画
を
早

　
目
に
た
て
て
、
一
人
で
も
多
く
雇

　
し
て
ほ
し
い
。

◎
来
春
の
地
元
求
人
状
況
は

＊
　
七
月
八
日
現
在
、
前
年
よ
り

　
六
．
六
％
減
少
し
て
い
る
。

◎
U
タ
ー
ン
求
職
者
の
実
態
は

＊
　
「
自
宅
か
ら
通
勤
」
　
「
家
を
継

　
ぐ
た
め
」
と
い
っ
た
理
由
で
、
五

　
　
就
職
時
か
ら
「
い
ず
れ
U
タ
ー

　
ン
す
る
つ
も
り
」
だ
っ
た
と
い
う

意
識
の
人
が
、
調
査
結
果
で
は
か

　
な
り
み
ら
れ
る
。

と
な
る
と
前
の
職
種
が
生
か
さ
れ

ず
、
不
利
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

＊
　
U
タ
ー
ン
し
て
、
い
ざ
再
就
職

⑧⑪⑭⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑪⑳⑧⑧⑧⑳⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑪⑧⑧⑧⑧⑧⑳⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑳⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑭

緑江健児

念願の1勝」

年
以
内
の
若
年
U
タ
ー
ン
が
多
い
。
⑳⑧

＊

㎝〔㎜蛮蛮㎜蛮蛮蛮臓蛮臆働
　7月17日悠久山球場

全国高校野球新潟大会

　
「
や
っ
と
勝
て
ま
し
た
」
。
日
焼

け
し
た
部
員
の
顔
か
ら
、
白
い
歯
が

こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
創
部
五
年
目
で
念

願
の
大
会
初
勝
利
を
収
め
た
の
で
す
。

　
全
国
ど
の
学
校
よ
り
も
練
習
量
の

少
な
い
こ
と
は
い
う
に
及
び
ま
せ
ん
。

で
も
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
雪
掘
り
や
走

り
込
み
を
重
ね
、
足
腰
を
鍛
え
た
そ

う
で
す
。

　
三
条
商
業
と
の
試
合
は
、
四
回
ま

で
0
－
0
の
接
戦
。
　
「
と
に
か
く
先

取
点
を
あ
げ
て
逃
げ
切
る
こ
と
だ
け

川西高校野球部員

考
え
て
い
た
」
　
「
終
わ
っ
た
瞬
間
、

力
が
抜
け
ま
し
た
。
全
員
が
一
丸
に

な
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
」
と
主

将
の
関
口
恩
君
。

川
西
0
0
0
0
1
2
0
1
1

三
条
商
0
0
0
0
0
0
0
3
0

35

　⑧⑧⑳⑧⑧⑧⑳⑧⑧⑧⑭⑭⑳嬉

　（投）田村義宏③十日町

　（捕）中村久志③川　西

　（一）滝沢尚裕②＋日町南

　（二）保坂辰史③水　沢

　（三）樋熊良博③＋日町南

　（遊）鈴木良和③十日町

　（左）庭野計幸③中　条

主（中）関口　　恩③中　条

　（右）福崎　進③十日町南

　（補）佐藤　敏①吉　田

　（〃）久保田勝一②十日町

　（〃）池田浩幸①十日町

　（〃）遠田克典②十日町南

　（〃）宮沢克弥②＋日町

　（〃）山田芳正②十日町

　（〃）山本雅一②吉　田

　（〃）野村　順①十日町南
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事務吏員　　保健婦　　看護婦　を採用予定

　　1人　　　　1人　　　1人

申込受付8月11日（月）

　　　　　　～8月30日（土）正午まで

◎
受
験
資
格

①
初
級
事
務
吏
員

　
36
年
4
月
2
日
～
4
4
年
4
月
1
日

　
生
ま
れ
で
、
高
卒
以
上
の
者
（
来

　
春
卒
業
見
込
を
含
む
）
。

②
保
健
婦

　
31
年
4
月
2
日
以
後
生
ま
れ
で
、

　
保
健
婦
国
家
試
験
合
格
者
（
来
春

　
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
を
含
む
）

③
看
護
婦

　
32
年
4
月
2
日
以
後
生
ま
れ
で
、

　
看
護
婦
国
家
試
験
合
格
者
（
来
春

　
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
を
含
む
）

◎
試
験
日
時
と
試
験
場

●
　
事
務
吏
員
は
、
一
次
試
験
と
二

　
次
試
験
を
し
ま
す
。

●
　
一
次
試
験
は
、
大
学
卒
（
来
春

　
卒
業
見
込
を
含
む
）
は
、
希
望
に

　
よ
り
上
級
試
験
を
受
け
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
の
者
は
、

　
初
級
試
験
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま

　
す
。

●
　
保
健
婦
と
看
護
婦
は
、
二
次
試

　
験
の
み
で
す
。

①
初
級
職
一
次
試
験
（
県
人
事
事
務

　
組
合
が
行
う
試
験
）

　
○
試
験
日
　
11
月
9
日
（
日
）

　
○
受
付
時
間
蜘
9
時
～
9
時
3
0
分

　
○
試
験
場
　
長
岡
市
四
郎
丸
町

　
　
　
　
　
　
長
岡
大
手
高
校

　
○
方
　
法
　
教
養
試
験
と
し
て
高

　
　
　
　
　
　
卒
程
度
の
内
容
で
、

　
　
　
　
　
　
公
務
員
と
し
て
必
要

　
　
　
　
　
　
な
一
般
的
知
識
と
知

　
　
　
　
　
　
能
に
つ
い
て
択
一
式

　
　
　
　
　
　
に
よ
る
筆
記
試
験
と

　
　
　
　
　
作
文
試
験
を
し
ま
す
。

②
上
級
職
一
次
試
験
（
県
人
事
事
務

　
組
合
が
行
う
試
験
）

　
○
試
験
日
　
1
0
月
5
日
（
日
）

○
受
付
時
間

○
試
験
場

○
方
　
法

醐
9
時
～
9
時
3
0
分

新
潟
市
新
光
町
4
i

新
潟
県
自
治
会
館

教
養
試
験
と
し
て
大

卒
程
度
の
内
容
で
、

公
務
員
と
し
て
必
要

な
一
般
的
知
識
と
知

能
、
一
般
行
政
職
員

③
二
次
試
験

○
試
験
日

○
試
験
地

○
方
　
法

と
し
て
の
専
門
的
知

識
と
能
力
に
つ
い
て

択
一
式
に
よ
る
筆
記

試
験
を
し
ま
す
。

12
月
上
旬
ご
ろ

川
西
町

一
次
試
験
合
格
者
と

保
健
婦
、
看
護
婦
の

申
込
者
に
別
途
通
知

し
面
接
試
験
を
す
る
。

④
受
験
手
続

●
申
込
書
の
請
求
先
役
場
総
務
課

●
申
込
方
法
町
指
定
の
受
験
申
込

書
に
記
入
、
押
印
し
、
写
真
（
縦

4
．
～
×
横
3
ε
三
枚
を
添
え
て
、

役
場
総
務
課
へ
提
出
す
る
。

●
申
込
書
に
添
付
す
る
書
類

　
○
履
歴
書
　
一
通

　
○
学
校
の
成
績
証
明
書

　
○
保
健
婦
、
看
護
婦
は
、

　
　
か
に
免
許
状
の
写
し

●
申
込
書
の
受
付
期
間

　
8
月
n
日
～
8
月
3
0
日

を
除
く
）
。

時
※
詳
し
い
こ
と
は
、

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
魯
　
六
八
⊥
三

　
　
　
　
有
線

　　ツ
　　ち
通の通
　　ほ

　
　
　
　
　
　
　
（
日
曜
日

　
　
　
醐
8
時
3
0
分
～
田
5

（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）
。

　
　
　
　
　
総
務
課
へ
お
問

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

　
　
　
　
　
　
二
一
三
三

『「
駒
金
か
ら
屠
し

　
　
　
　
　
こ
ん
な
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
年
金
制
度
の
改
正
で
国
民
年
金
は
、

全
国
民
を
対
象
に
基
礎
年
金
を
支
給

す
る
制
度
と
な
り
ま
し
た
。

　
基
礎
年
金
に
は
、
次
の
三
種
類
が

あ
り
ま
す
。

一
　
老
齢
基
礎
年
金

老
後
生
活
の
支
え
と
し
て
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
た
期

間
（
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
を

含
む
）
が
二
十
五
年
以
上
あ
る
人
が
、

六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
に
受
け
ら

れ
ま
す
。

二
　
障
害
基
礎
年
金

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
間
に

　
　
●
●
●
・
…
．
●
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
’

　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
■

グ
も
ゆ

へ

犀》》戴　　　、　　 g

老齢年金　　障害年金　　遺族年金

病
気
や
け
が
で
障
害
者
に
な
っ
た
と

き
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
障
害
の
程
度
に
よ
り
、
一
級
と
二

級
の
年
金
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

三
　
遺
族
基
礎
年
金

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
や
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
人
な

ど
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子
供
の
い

る
妻
や
子
供
が
残
さ
れ
た
と
き
に
、

そ
の
生
活
の
支
え
と
し
て
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
以
上
の
基
礎
年
金
の
ほ
か
、
国
民

年
金
の
独
自
給
付
と
し
て
自
営
業
者

と
そ
の
家
族
な
ど
の
第
一
号
被
保
険

者
に
、
次
の
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
付
加
年
金

　
付
加
保
険
料
を
納
め
た
人
が
、
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
と
き
に
上
乗

せ
し
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

二
寡
婦
年
金

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
資
格
の

あ
る
夫
が
年
金
を
受
け
ず
に
亡
く
な

っ
た
と
き
、
妻
が
六
十
歳
か
ら
六
十

五
歳
に
な
る
ま
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

三
　
死
亡
一
時
金

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
三
年
以
上

納
め
た
人
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
そ

の
遺
族
が
国
民
年
金
か
ら
年
金
を
受

け
ら
れ
な
い
と
き
、
死
亡
一
時
金
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
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各
年
代
か
ら

　
本
紙
六
月
号
を
配
布
し
た
お
り
、
二
百
人
の
か
た
が
た
に
「
広
報
」
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
十
五
歳
以
上
を
対
象
に
、
各
年
代
か
ら
合
わ
せ
て
男
女
各
百
人
を
、
無

差
別
に
選
ん
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
七
月
十
日
ま
で
に
百
八
人
（
回
収
率
五
四
％
）
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
数
字
は
回
答
人
数
）

◎
広
報
を
、
お
読
み
に
な
り
ま
す
か

　
●
全
部
読
む
　
　
　
　
　
　
五
五

　
●
部
分
的
に
読
む
　
　
　
　
五
〇

　
●
全
然
読
ま
な
い
　
　
　
　
　
三

◎
広
報
六
月
号
を
、
ご
覧
に
な
っ
て

　
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
以
下
複
数
回
答
）

qD

興
昧
を
も
っ
て
読
ん
だ
と
こ
ろ
は

　
●
ブ
ラ
ジ
ル
期
待
の
留
学
生

　
　
藤
巻
康
子
さ
ん
　
　
　
　
四
一

　
●
町
史
の
窓

　
　
　
昔
も
あ
っ
た
嫁
不
足
　
四
一

　
●
わ
し
の
自
慢

　
　
　
六
千
株
の
ぜ
ん
ま
い
畑
三
四

　
●
戸
籍
の
窓
か
ら
　
　
　
　
三
二

　
●
く
ら
し
と
け
ん
こ
う
　
　
二
九

　
●
よ
う
こ
そ
川
西
町
へ
　
　
二
四

　
●
長
い
間
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

　
　
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
　
二
一
二

　
●
議
会
報
告
　
　
　
　
　
　
二
二

　
●
ね
ん
き
ん
　
　
　
　
　
　
二
〇

　
●
生
産
組
合
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は

　
　
　
い
ま
何
を
考
え
る
　
　
一
七

ω
も
っ
と
内
容
を
知
り
た
い
と
こ
ろ
は

　
●
ね
ん
き
ん
　
　
　
　
　
　
一
六

　
●
議
会
報
告
　
　
　
　
　
　
一
五

　
●
く
ら
し
と
け
ん
こ
う
　
　
一
二

③
お
も
し
ろ
く
な
い
内
容
は

　
●
生
産
組
合
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
一
一

　
●
お
済
み
で
す
か

　
　
　
『
町
史
」
の
予
約
　
　
一
〇

　
●
議
会
報
告
　
　
　
　
　
　
　
七

　
●
か
わ
に
し
俳
壇
　
　
　
　
　
七

●
町
史
の
窓
　
　
　
　
　
五

●
善
意
　
　
　
　
　
　
　
四

　
●
ね
ん
き
ん
　
　
　
　
　
　
　
三

　
●
よ
う
こ
そ
川
西
町
へ
　
　
　
三

　
●
千
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
優
勝
三

㈲
ほ
と
ん
ど
読
ま
な
か
っ
た
と
こ
ろ
は

●
議
会
報
告

●
か
わ
に
し
俳
壇

●
生
産
組
合

●
「
町
史
」
の
予
約

●
千
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

●
ね
ん
き
ん

●
町
史
の
窓

●
善
意

⑤
内
容
が
わ
か
り
に
く
い

　
●
議
会
報
告

　
●
町
史
の
窓

●
記
念
嚢
そ
の
動
き

　
●
町
史
の
予
約

　
●
ね
ん
き
ん

　
●
生
産
組
合

　
●
善
意

　
●
水
道
料
金
改
定

　
●
く
ら
し
と
け
ん
こ
う

　
　
ご
指
摘
の
、
と
く
に
議
会

報
告
や
ね
ん
き
ん
欄
は
、
官

庁
用
語
が
混
じ
っ
て
内
容
を

わ
か
り
に
く
く
し
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
日
常
用
語
で
わ

か
り
や
す
く
伝
え
て
ゆ
き
ま

す
。

三四六八一一二二一一二二三三三四六

◎
ご
意
見
を

　
●
毎
月
発
行
を
楽
し
み
に
し
て

●
町
の
よ
う
す
を
知
る
こ
と
が

●
今
の
ま
ま
で
十
分
。
ず
っ
と

　
続
け
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
六

　
　
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
一
七

　
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
一
〇

●
お
役
所
的
で
ま
じ
め
過
ぎ
る
。

　
も
っ
と
柔
ら
か
く
、
面
白
く
。
六

（
難
鷲
り
で
需
）

●
お
知
ら
せ
版
が
発
行
回
数
の

　
多
い
わ
り
に
は
な
じ
め
な
い
。

　
広
報
と
一
本
化
し
た
ら
ー
六

　
　
広
報
と
お
知
ら
せ
版
は
、

　
そ
の
内
容
を
は
っ
き
り
使
い

　
わ
け
て
ゆ
き
た
い
。
お
知
ら

　
せ
版
も
論
文
調
を
さ
け
、
箇

　
条
書
き
に
し
て
わ
か
り
や
す

　
く
お
知
ら
せ
し
た
い
。

●
文
章
は
少
な
く
、
写
真
を
大

き
く
、
多
く
す
る
。
　
　
　
二

（
努
力
し
ま
す
。
）

●
紙
面
を
も
っ
と
大
き
く
。
　
二

（
舞
警
耀
現
状
）

古い広報紙

いりませんか

54年1月号
　　～60年12月号

54年3・4月と55
年8・11月は脱け

ています。

◎
広
報
と
は
別
な
意
見
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
1
犬
の
散
歩
が
さ
か
ん
で
す
。
他
人

の
屋
敷
や
路
上
に
平
気
で
大
小
便
を

さ
せ
た
ま
ま
立
ち
去
り
ま
す
。
飼
主

の
マ
ナ
ー
を
喚
起
し
ま
す
。

り
じ
　
ほ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
ロ
　
ロ
ロ
　
じ
コ
　
し
　
じ
　
ロ
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
じ
　
ロ
　
し
　
ロ
　
じ
　
ロ
ロ
　
ロ
　
ロ
ロ
じ
コ
　
ロ
　
ぱ
　
　
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
コ
　
ロ
じ
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ロ

…
　
同
感
で
す
。
犬
を
飼
っ
て
る
人
…
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じ

…
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
…
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鱒

一

そ
の
2

　
民
俗
資
料
に
、
同
じ
品
目
が
数
多

く
出
る
よ
う
で
す
が
、
整
理
し
て
い

る
の
で
す
か
。

り
　
ロ
　
じ
　
じ
コ
し
ロ
ロ
ロ
コ
ロ
ロ
じ
　
じ
じ
じ
ヨ
コ
し
じ
　
じ
ロ
ヨ
じ
　
ロ
ロ
ロ
コ
ロ
　
じ
ロ
コ
　
ロ
ロ
じ
　
じ
ロ
リ
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の

…
　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
品
物
は
、
…
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…
品
目
ご
と
に
区
分
し
、
整
理
し
て
…
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ロ

…
い
ま
す
。
　
（
歴
史
民
俗
資
料
館
）
　
…

層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

そ
の
3

　
役
場
庁
舎
内
に
喫
煙
箇
所
を
設
け
、

事
務
室
内
は
禁
煙
に
す
る
こ
と
。

ウ
じ
じ
ヨ
ロ
ヨ
ロ
　
コ
　
じ
　
じ
ロ
ロ
し
ロ
じ
コ
ヨ
　
し
ロ
じ
じ
ロ
し
　
　
　
ロ
ロ
ロ
ロ
じ
じ
ロ
ヨ
ヒ
ロ
ロ
じ
コ
ロ
じ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

皿
　
閉
め
き
っ
て
暖
房
し
て
い
る
よ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
う
な
と
き
、
た
ば
こ
の
煙
は
苦
に
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
な
り
ま
す
。
外
来
者
に
不
快
感
を
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎜
与
え
な
い
よ
う
注
意
し
ま
す
。
　
…

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

》
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⑳⑦㊦、

霞
ロ
目

・轟電の　、
　　由突0りせ

県立新潟高等職業訓練校

　　入校案内
各科募集定員

　電子機器科　20人
　電気施設科　30人
　自動車整備技術科　　25人

　測量科30人
　各科とも入校は4月で、訓練

期間は1か年です。

今回はありません。

心配ごと相談

応募資格

　高校卒（62年3月卒業予定者

　　を含む）

　原則として30歳以下の人
●8月20日………克雪センター

●　　27日………総合センター

●9月3日…元町集落センター
●　　10日………公民館橘分館

※時間は午後1時～3時です。

凝融鞭鞭鞭苓蝉麟跡3轄轟誕
　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のご

けじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りき

銭7月の交通事故発生件数聾
のら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　

露　　　　　　累計親
‡…件数14（1）20（8）‡基
？．も傷　者21（1）30（11）？’．
　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　ヨ

轄死　者0（0）0（0）鮮
菱3酒よい0（・）0（3）…等

孝…酒気おび0（3）0（1嘘葦

霧，二躍難i嬰懸、5，ll

応募受付

　9月1日（月）～9月30日（火）

選考日時

　10月13日（月）午前9時から

選考方法
　学科試験（国語（1）、数学（1））

と面接

県立新潟高等職業訓練校

〒950新潟市鐙西1－11－1

電話（0252）47－7361

影
皇
居
の
勤
労
奉
仕
に
参
加

撮
念
　
　
山
野
田
田
村
才
一
郎

記に
　
　
六
月
二
十
五
日
か
ら
四
日
間
皇
居

緒
一
の
勤
労
奉
仕
に
、
川
西
町
か
ら
十
一

と団
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

仕
　
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
、
皇
太
子
、

奉の
同
妃
両
殿
下
そ
し
て
浩
宮
さ
ま
に
お

町
目
に
か
か
り
、
一
同
が
感
激
し
た
そ

日十
う
で
す
。

l
I
l
l
1
8
1
1
1
1
1
巳
巳
l
1
1
1
1
5
8
1
i
I
，
I
1
5
1
」
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「

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎜
　
来
年
も
引
続
き
行
い
ま
す
。
　
一

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
人
数
に
制
限
が
あ
り
、
先
着
順
　
一

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｝
と
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
　
ご
希
望
の
方
は
、
早
め
に
申
　
　
…

…
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
…
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一
▼
申
込
先
　
　
　
　
　
　
　
一

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
世
話
人
代
表
山
野
田
田
村
才
一
郎
㎝
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一
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6
8
1
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有
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3
1
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一
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「
l
1
　
9
－
1
　
9
1
9
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『
，
l
I
－
1
　
－
　
1
ー
ー
o
　
邑
I
I
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1
　
置
1
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蜀
ん
歯
鄭
厨
・

層
牌

特産物に

豪華な花たばこ

　
珍
し
い
花
が
咲
い
た
と
い
う
星
名

さ
ん
宅
に
、
葉
た
ば
こ
の
収
穫
で
忙

し
い
昼
休
み
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

　
こ
の
珍
し
い
花
た
ば
こ
（
別
名
“

ニ
コ
チ
ア
ナ
）
は
、
今
年
四
月
に
、

日
本
た
ば
こ
産
業
㈱
か
ら
一
株
い
た

だ
い
た
も
の
。
完
全
な
た
ば
こ
の
一

種
で
、
専
売
制
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と

か
ら
自
由
に
栽
培
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
花
の
色
は
、
白
、
ピ
ン
ク
、
赤

と
三
種
類
あ
っ
て
、
日
光
に
よ
く
当

て
る
ほ
ど
長
く
咲
く
よ
う
で
す
。
鉢

植
え
や
花
壇
で
簡
単
に
、
豪
華
な
花

が
春
か
ら
秋
に
か
け
て
つ
ぎ
つ
ぎ
と

咲
き
ま
す
。
」

　
日
本
た
ば
こ
産
業
で
は
、
多
角
経

営
を
め
ざ
し
て
観
賞
用
の
花
た
ば
こ

を
開
発
し
よ
う
と
、
堀
之
内
町
で
試

験
的
に
栽
培
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
町
で
も
、
米
作
り
に
次
ぐ
農
作
物

と
し
て
定
着
し
て
き
た
花
た
ば
こ
栽

培
の
技
術
を
生
か
せ
ば
、
す
ぐ
に
で

も
花
た
ば
こ
の
特
産
化
が
可
能
な
気

が
し
ま
す
が
。

　
コ
番
め
ん
ど
う
な
の
は
、
種
が

灰
み
た
い
に
細
か
い
の
で
、
種
を
ま

き
、
苗
を
お
こ
す
作
業
で
す
。
こ
れ

さ
え
う
ま
く
い
け
ば
、
わ
り
あ
い
簡

単
に
特
産
化
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
雨
風
や
寒
さ
に
も
比
較
的
強
く
、

珍
し
い
花
な
の
で
、
見
て
楽
し
む
だ

け
で
な
く
、
育
て
る
喜
び
も
昧
わ
え

る
と
思
い
ま
す
。
」
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　　　　　　　　　　　　あなたも　　　嬰
盆踊り・ヵラォヶ　’踊りの輪の中に　　お盆の催し1

13日欝館前ノ15日鍛講強繋離1喋識識羅
捗繋灘藻雛醗瀟

、、…繍鞍鰯蟹礁麺

上野神社

仁田神社

中仙田公民館前

小白倉集落

　　センター前

清竜寺境内17日

§
㌦
《

仁田神社

野口神社

中仙田公民館前

室島バス回転場

旧高倉小グラゥンド

田戸旧資料館前

小白倉集落

　　センター前

中屋敷農村公園

高坪格納庫前

新町神社

　　　　審　　　講　　蒙　器　講諜

　　14日　千手小

　　　　　　　グラウンド

　　　　三領神社

　　　　元町神社

　　　　野口神社

　　　　仁田神社

　　　　岩瀬神社

睾　　　赤谷神社

気　小白篁讐一前

二六公園

いかがですか

　　　・砺めぐり
①味覚コース→地酒一鯉料理一山菜料理一コシヒ

　　　　　　　カリーそば一野沢菜漬
②産業コース→国鉄信濃川発電所一織物工場一ラ

　　　　　　　イスセンター一川西ダムー白倉の
　　　　　　　錦鯉一農産物加工場一松葉荘
③史跡コース→二六公園一歴史民俗資料館一千手
　　　　　　　観音一節黒城跡一赤谷の大棒
④スポーツコースーモトクロス場一二六公園お祭

　　　　　　　り広場一庚塚運動公園一総合体育
　　　　　　館一節黒城跡キャンプ場

ぴ
愚
曙
暮
ら
螺
巷
飛
招
待
昼
食
会

7
月
1
7
日
　
総
合
セ
ン
タ
ー
で

7月19日仙田小で
　
七
月
十
九
日
、
午
後

六
時
三
十
分
か
ら
、
仙

田
小
学
校
で
、
第
十
回

仙
田
交
通
安
全
家
族
大

会
が
行
わ
れ
五
百
人
余

り
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
川
西
町
交
通
安
全
憲

章
の
唱
和
や
交
通
安
全

児
童
作
品
の
図
画
、
習

字
の
入
選
発
表
と
表
彰

式
な
ど
に
つ
づ
き
、
　
「

家
庭
や
、
地
域
か
ら
飲

酒
運
転
の
追
放
と
、
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
交
通

三
悪
の
絶
無
」
を
大
会

決
議
し
ま
し
た
。

　
こ
と
し
町
で
は
第
一
回
目
の
、
ひ

と
り
暮
ら
し
老
人
招
待
昼
食
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
朝
早
く
か
ら
給
食
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ァ
ニ
十
人
の
方
々
が
、
心

の
こ
も
っ
た
手
作
り
の
料
理
を
た
く

さ
ん
準
備
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
出
席
し
た
二
十
六
人
の
、
ひ
と
り

暮
ら
し
の
老
人
は
、
踊
り
や
歌
な
ど

を
楽
し
み
な
が
ら
、
に
ぎ
や
か
な
ひ

と
と
き
を
過
し
ま
し
た
。

アトラクションに特別出演川中ブラスバンド

卜

レ
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ヨイヤラサー　　　　　　　　　酬神　雛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壱凝石で盤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曙荏瀬簸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都）ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窄朗の　、≧・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞会期蟻絶ぞ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛呈驚梅おζ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　若袋旦　以お1志ス地ど　蕪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　髪篶舗曝りぎ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　左窯日　婬瓢含　　ん

盆
お
ど
り
　
織
、

「
東
京
．
関
東
地
区
岩
瀬
会
」
が
開
臓
蝸

か
れ
た
と
き
の
ス
ナ
ッ
プ
で
す
。
　
嬉
㍍
酷

　
こ
の
集
い
は
、
同
じ
岩
瀬
出
身
柳
聯

登
坂
博
さ
ん
の
お
骨
折
り
で
実
現
し
婦
臨

た
も
の
で
す
。
以
後
も
続
け
て
ゆ
く
砺
醸

そ
う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
点

　
期
　
日
　
五
月
二
十
五
日
（
日
）
碧
磁

　
会
　
場
　
池
袋
・
養
老
の
滝
会
館
鴇
、
望

糞
数
老
若
男
女
五
＋
余
人
鋤

1．ll’：1。寮1．ξ．蕪蘇箋1、華驚ミ：；撃lll・1奏鍵毒奉毒萎1葦1欝葦違．糞1

義杢、、、熱、、森，、，箋、，、1、、く、…撫、窺、霧会

ノマ

ツ　　　　　　　　　　　　　＿　　　　▲
う

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
の
会
」
で
は

三
回
目
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
七
月
二
十

七
、
二
十
八
日
に
、
関
東
方
面
か
ら

十
余
人
の
会
員
を
む
か
え
て
、
に
ぎ

や
か
に
行
い
ま
し
た
。

．、v〆

　
二
十
七
日
に
は
、
じ
ゃ
が
い
も
堀

り
や
、
ト
ゥ
モ
ロ
コ
シ
取
り
な
ど
を

体
験
し
、
夜
は
、
信
濃
川
の
川
原
で

の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
翌
二
十
八
日
に
は
、
二
六
公
園
で

の
虫
取
り
や
散
策
を
し
て
、
　
“
ふ
れ

あ
い
の
里
で
、
夏
体
験
”
を
満
喫
し

て
お
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獣

東
京
電
力
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢
、

新
潟
群
馬
幹
線
（
第
ニ
ル
ー
ト
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
画
発
表

　
七
月
二
十
四
日
、
東
京
電
力
㈱
か

ら
、
送
電
線
第
ニ
ル
ー
ト
に
つ
い
て

の
計
画
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
鉄
塔
建
設
に
関
係
が

あ
る
と
予
想
さ
れ
る
地
域
の
代
表
者

と
、
役
場
側
に
対
し
概
要
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
「
現
在
運
転
を
開
始
し
て
い
る
柏

崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
（
一
号
機
）

で
は
、
昭
和
六
十
五
年
に
、
二
号
機

五
号
機
の
運
転
開
始
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
発
電
さ
れ
た
電
力
は
、
す
で

に
第
一
ル
ー
ト
の
送
電
線
で
送
電
し

て
お
り
ま
す
が
、
同
発
電
所
に
お
け

る
今
後
の
建
設
計
画
に
合
わ
せ
る
と

も
う
一
ル
ー
ト
の
建
設
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
」

　
現
在
の
計
画
で
は
、
昭
和
六
十
四

年
ご
ろ
か
ら
鉄
塔
建
設
に
着
手
し
、

川
西
町
内
の
土
地
に
は
、
十
五
基
ほ

ど
の
鉄
塔
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

蓼融謡』羅

ルート説明をする東電粕川課長
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役
人
や
行
商
人
で

　
　
に
ぎ
わ
っ
た
街
道

　
そ
の
昔
、
関
東
街
道
と
呼
ば
れ
た

仙
田
（
赤
谷
）
と
小
国
（
三
桶
）
の

街
道
は
と
も
に
川
西
町
を
縦
断
し
、

上
田
（
南
魚
沼
郡
）
か
ら
一
二
国
峠
を

越
え
て
江
戸
へ
出
る
重
要
な
ル
ー
ト

に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
二
つ
の
街
道

は
、
柏
崎
か
ら
現
在
の
国
道
二
五
二

号
線
に
並
行
し
て
鯖
石
川
沿
い
に
走

り
、
田
島
、
山
室
あ
た
り
か
ら
尾
根

筋
を
伝
っ
て
大
沢
の
甚
兵
衛
茶
屋
の

前
を
通
り
、
六
尺
道
を
登
り
つ
め
た

え
の
き
榎
峠
で
東
と
南
に
分
岐
し
た
。

　
一
般
旅
行
者
の
ほ
か
、
代
官
所
や

陣
屋
へ
出
張
の
お
役
人
衆
、
縮
の
行

商
人
と
そ
の
手
代
、
浜
商
人
、
塩
買

い
、
博
労
（
牛
馬
商
）
、
飛
脚
、
修

験
者
、
ご
ぜ
、
旅
芸
人
、
米
山
や
黒

姫
参
り
の
人
た
ち
が
ひ
っ
き
り
な
し

に
往
来
し
、
老
夫
婦
の
営
む
伝
蔵
茶

屋
が
繁
盛
し
た
。

　
ご
く
昔
は
、
こ
の
峠
に
近
い
十
二

の
森
に
大
貝
（
現
小
国
町
）
の
集
落

が
あ
り
、
射
吻
発
祥
を
記
念
す
る
小

さ
な
石
の
祠
が
、
仙
田
郷
の
玄
関
口

と
し
て
栄
え
た
往
時
を
偲
ば
せ
て
い

る
。

　
仙
田
街
道
は
、
榎
峠
か
ら
南
へ
折

れ
て
明
星
の
尾
根
を
越
え
、
月
沢
か

ら
赤
谷
へ
出
て
舟
場
で
渋
海
川
糖
嬢

っ
た
ρ
城
の
峰
か
ら
越
ケ
沢
、
菊
土

　
き
く
そ

（
菊
曾
）
の
峠
、
猿
の
茶
屋
を
越
え

て
赤
羽
根
の
坂
を
下
り
、
山
の
根
か

ら
千
手
の
下
平
へ
出
て
信
濃
川
を
渡

り
、
十
日
町
、
六
箇
か
ら
栃
窪
峠
を

越
え
て
三
国
峠
に
向
か
っ
た
。

　
小
国
街
道
は
、
榎
峠
か
ら
東
に
伸

び
、
峰
筋
を
伝
っ
て
山
野
田
峠
を
苔

野
島
へ
降
り
、
三
桶
の
舟
付
場
で
渋

海
川
を
渡
っ
た
。
そ
し
て
大
貝
か
ら

小
白
倉
離
山
の
峰
を
伝
っ
て
四
つ
塚

（
中
魚
・
北
魚
．
刈
羽
の
三
郡
境
）

に
至
っ
た
。

　
こ
こ
を
直
線
に
降
り
て
孫
四
郎
手

前
の
牛
池
で
峠
を
越
え
、
取
安
川
を

渡
っ
て
大
原
か
ら
野
口
、
仁
田
へ
出
、

木
落
で
信
濃
川
を
渡
り
、
下
条
か
ら

後
山
を
越
え
て
三
国
峠
に
向
か
っ
た
。

　
小
国
街
道
は
、
柏
崎
、
刈
羽
、
頸

城
方
面
の
日
本
海
沿
岸
住
民
の
ほ
か
、

能
登
（
石
川
県
）
や
越
中
（
富
山
県
）

の
人
た
ち
が
関
東
へ
抜
け
る
近
道
で

こ
の
街
道
を
往
来
し
た
著
名
人
が
数

数
の
文
献
を
残
し
て
い
る
。

榎峠の石地蔵

　
五
百
年
前
に
道
興
の
行
列

　
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
の
夏
、

聖
護
院
門
跡
の
道
興
准
后
は
越
中
か

ら
越
後
へ
の
豪
華
な
旅
を
続
け
、
そ

の
も
よ
う
を
『
回
国
雑
記
』
に
著
し

て
い
る
。

　
聖
護
院
門
跡
は
天
台
園
城
寺
長
吏
、

熊
野
三
山
の
別
当
検
校
職
を
兼
ね
る

山
伏
の
本
山
で
、
近
衛
房
嗣
の
子
で

教
養
の
あ
る
道
興
は
強
い
政
治
力
の

持
ち
主
で
あ
っ
た
。
奥
州
（
宮
城
県
）

の
松
島
が
旅
行
の
目
的
地
で
、
そ
の

道
中
は
山
伏
た
ち
に
触
状
が
出
さ
れ
、

た
え
ず
二
百
人
ほ
ど
の
お
供
が
付
く

豪
勢
さ
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
上
杉
房
定
の
厚
い
も
て
な
し
を
受

け
た
道
興
の
一
行
は
、
府
中
（
直
江

　
　
　
　
　
　
　
た
な
ば
た

津
）
で
に
ぎ
や
か
な
七
夕
祭
の
宵
に

　
　
　
　
と
　
き
　
　
　
く
じ
ロ
リ

浸
っ
た
。
鯨
波
で
鯨
が
潮
を
吹
く
の

を
見
、
柏
崎
、
安
田
、
三
桶
、
し
ぶ

川
（
渋
海
川
）
、
大
井
（
大
貝
）
、

木
落
を
過
ぎ
て
上
野
（
群
馬
県
）
へ

出
て
い
る
。

　
こ
と
し
は
奇
し
く
も
、
そ
の
五
百

年
目
に
当
る
。

　
前
出
の
大
井
が
大
貝
だ
と
す
れ
ば
、

大
貝
が
榎
峠
に
近
い
十
二
の
森
に
立

地
し
て
い
た
の
は
室
町
時
代
に
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
に
な
る
。
発
祥
地
を
捨

て
て
小
白
倉
に
近
い
沢
田
へ
移
住
し

た
大
貝
は
、
そ
の
後
さ
ら
に
渋
海
川

沿
い
の
現
住
地
へ
と
三
回
も
移
住
し

た
大
貝
は
、
そ
の
後
さ
ら
に
渋
海
川

沿
い
の
現
住
地
へ
と
三
回
も
移
住
し

て
い
る
。
そ
の
年
代
は
さ
だ
か
で
な

い
が
、
街
道
沿
い
の
小
高
い
段
丘
に

あ
る
大
貝
神
社
が
古
木
に
囲
ま
れ
、

こ
こ
が
三
桶
宿
を
見
下
ろ
す
景
勝
の

地
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
井

は
大
貝
で
あ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
　
二
年
後
の
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）

に
は
、
詩
文
の
大
家
で
『
梅
花
無
尽

蔵
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
万
里

集
九
が
、
道
興
准
后
の
経
路
を
逆
に

川
西
町
を
通
っ
て
い
る
。

　
集
九
は
、
管
領
の
上
杉
顕
定
か
ら

道
案
内
人
を
付
け
て
も
ら
い
、
十
月

二
日
に
猿
ケ
京
か
ら
一
二
国
峠
を
越
え

八
日
に
信
濃
川
の
急
流
を
渡
っ
た
。

木
落
、
仁
田
、
野
口
か
ら
大
原
、
牛

池
、
四
つ
塚
を
越
え
、
大
貝
で
濁
流

の
渋
海
川
を
渡
り
、
こ
の
日
は
三
桶

宿
に
泊
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
塩
沢
の
牧
之
が
通
る

　
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
は
、

『
北
越
雪
譜
』
の
著
者
鈴
木
牧
之
が

こ
の
街
道
を
通
っ
て
い
る
。

　
そ
の
道
中
を
記
し
た
「
永
世
記
録

帳
」
に
よ
る
と
、
牧
之
は
同
行
者
と

四
人
で
伊
弥
彦
を
参
り
、
出
雲
崎
か

ら
柏
崎
へ
出
て
米
山
を
参
詣
。
大
貝
、

野
口
、
木
落
の
ル
ー
ト
で
渋
海
川
と

信
濃
川
を
越
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
牧
之
は
、
こ
の
旅
行
か
ら
十
年
後

に
岡
野
町
（
現
高
柳
町
）
の
村
山
庄

右
衛
門
の
妹
お
う
た
を
妻
に
迎
え
て

お
り
、
以
後
は
川
西
地
内
を
た
び
た

び
往
来
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
高
僧
琢
宗
禅
師
も
往
来

　
赤
谷
出
身
の
高
僧
で
、
後
年
、
曹

洞
宗
大
本
山
永
平
寺
貫
首
と
な
っ
た

滝
谷
琢
宗
の
「
道
中
日
記
」
に
ょ
る

と
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
八
月

二
十
日
の
朝
早
く
、
琢
宗
は
太
郎
丸

（
小
国
町
）
の
草
庵
を
出
立
し
て
江

戸
の
檀
林
（
吉
祥
寺
）
に
向
か
っ
た
。

　
こ
の
と
き
は
、
大
貝
か
ら
小
白
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
こ
り

の
峰
方
を
通
り
、
真
人
の
北
山
で
樵

の
炭
焼
く
煙
を
見
、
取
安
川
の
水
で

乾
い
た
の
ど
を
う
る
お
し
て
い
る
。

橘
か
ら
上
野
へ
出
て
慈
済
庵
に
立
寄

り
、
伊
勢
平
治
の
観
音
様
を
詣
で
た
。

沖
立
か
ら
下
平
へ
出
て
千
曲
の
川
を

渡
り
、
炎
暑
の
中
を
八
里
（
三
ニ
キ
。
）

歩
い
て
六
箇
の
口
切
茶
屋
に
泊
っ
て

い
る
。

樹
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出思
姜
目

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

圃
一
般
寄
付
金

　
◎
広
報
発
行
の
一
助
に

＊
相
崎
三
郎
さ
ん
（
松
戸
市
）
か
ら

　
一
万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

＊
田
村
俊
一
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、

　
五
万
円

＊
渡
辺
二
郎
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、

　
三
万
円

＊
丸
山
惣
吉
さ
ん
（
根
深
）
か
ら
、

　
七
万
円

＊
粋
吟
会
（
川
西
支
部
代
表
南
雲
藤

　
平
）
か
ら
一
万
円

●
酒
井
宗
平
さ
ん
（
学
校
町
）
か
ら

　
山
高
帽
子
、
海
軍
帽
子
入
れ

●
小
林
壮
太
さ
ん
（
中
屋
敷
）
か
ら

消
防
頭
巾
、
屋
バ
サ
ミ
ほ
か

●
高
橋
礼
三
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
、

ネ
コ
車
の
車
輪
、
千
歯
ほ
か

●
高
橋
　
一
さ
ん
（
三
領
）
か
ら
、

　
ソ
ラ
、
、
ハ
シ
ゴ
ほ
か

●
石
沢
理
平
さ
ん
（
田
中
）
か
ら
、

キ
カ
イ
ゾ
リ
ほ
か

小学生10人

一日交通課員

7月28日

　　郡市内視察

　
七
月
二
十
八
日
郡
市
内
の
小
学
生

が
、
十
日
町
警
察
署
一
日
交
通
課
員

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
道
路
交
通
状
況
や
交
通
安
全
施
設

を
視
察
し
、
児
童
自
身
が
交
通
安
全

を
身
近
な
問
題
と
し
て
認
識
す
る
よ

う
に
、
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
町
内
各
小
学
校
の
代
表
は
、
次
の

と
お
り
。

千
手
小
北
村
吉
弘
村
山
幸
子

上
野
小
内
山
祐
輔
小
海
利
枝
子

橘
小
村
越
広
太
郎
藤
巻
寛
子

仙
田
小
小
川
康
男
高
橋
宗
子

白
倉
小
江
口
　
智
北
堀
文
子

▲
》
8
●
●
●
0
●
§
●
●
●
●
●
●
0
0
◎
0
0
0
●
●
0
0
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
◎
O
O
O
O
O
O
●
●
O
O
O
●
O
●
●
0
●

青
年
海
外
協
力
隊
に

長

谷

川1

七
月
一
一
十
四
日

　町

長
室
を
訪
れ
た
長
谷
川
さ
ん

雅
弘
さ
ん
（
2
4
歳
）

　
　
　
七
月
三
十
日
小
根
岸
の
長
谷
川
さ

　
　
ん
が
、
国
際
協
力
事
業
団
の
青
年
海

　
　
外
協
力
隊
員
と
し
て
、
ペ
ル
ー
ヘ
発

　
　
ち
ま
し
た
。

　
　
　
今
春
、
北
里
大
学
大
学
院
獣
医
畜

　
　
産
研
究
科
を
修
了
。
獣
医
師
と
し
て

　
　
派
遣
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
小
海
八
太
郎
さ
ん
の
孫
に
あ
た
り
、

　
　
今
年
三
月
か
ら
小
根
岸
に
両
親
と
住

　
　
ん
で
い
ま
す
。

凝そ

叩翻
　　　輿

－
…
…
…
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…
…
…
④

文
通
交
際
二
千
キ
ロ

　
北
海
道
か
ら

　
中
仙
田
引
間
美
恵
子
さ
ん

1
文
通
の
き
っ
か
け
は
ー

　
大
阪
へ
ひ
と
冬
、
出
稼
ぎ
し
た
と

き
に
、
月
刊
誌
「
人
生
手
帳
」
に
投

稿
し
て
い
た
彼
の
文
が
目
に
と
ま
り
、

な
ん
と
な
く
手
紙
を
出
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
。

　
「
書
く
」
こ
と
は
「
話
す
」
以
上

に
そ
の
人
の
気
持
ち
が
わ
か
り
、
次

第
に
心
が
傾
い
た
よ
う
で
す
。

1
初
対
面
は
1

　
網
走
と
川
西
で
す
か
ら
、
距
離
的

に
も
経
済
的
に
も
会
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
文
通
し
て
三
年
、

お
互
い
に
結
婚
の
意
志
を
固
め
た
と

き
、
彼
が
一
人
で
網
走
ま
で
来
て
く

れ
ま
し
た
。

　
や
は
り
、
こ
の
人
な
ら
一
生
連
れ

添
え
る
と
心
に
決
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
二
回
目
は
、
私
と
兄
、
姉

三
人
が
仙
田
を
訪
れ
、
結
納
を
と
り

交
わ
し
ま
し
た
。

i
川
西
町
に
住
ん
で
の
感
想
は
ー

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
冬
は
、
マ
イ
ナ
ス

二
五
度
く
ら
い
で
す
が
雪
は
積
も
ら

な
い
の
で
、
見
上
げ
る
ば
か
り
の
雪

の
壁
に
は
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
北

海
道
と
ち
が
っ
て
家
並
み
が
こ
ん
で

集
落
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
に
も
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
ご
近
所
の
方
々
が
遠
方
か
ら
嫁
い

だ
と
い
う
こ
と
で
、
と
く
に
親
切
に

し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ー
あ
な
た
の
結
婚
観
は
1

　
独
身
の
方
は
、
少
し
消
極
的
な
気

が
し
ま
す
。
女
性
は
地
域
や
家
柄
な

ど
よ
り
本
人
を
重
視
し
ま
す
か
ら
、

男
性
は
も
っ
と
積
極
的
な
態
度
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
こ
の
人
は
」
と
思
っ
た
ら
、
勇

気
と
自
信
を
も
っ
て
ア
タ
ッ
ク
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
女
性
の
方
も

そ
ん
な
男
性
に
心
を
動
か
さ
れ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
糧
家
庭
相
談
係
）　

　
き

　
　
難

鍵
鑛
．
灘

灘辮　
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胃
と
心
の

バ
ラ
ン
ス

・
6

4◎

c
〆

◎

　
　
　
　
　
も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
油
っ
こ
い

　
　
　
　
　
も
の
を
食
べ
す
ぎ
る
と
、
長
時
間
胃

　
　
　
　
　
が
も
た
れ
た
感
じ
が
す
る
の
は
こ
の

　
　
　
　
　
た
め
で
す
。

　
　
　
　
　
胃
液
は
、
一
日
に
一
・
五
か
ら

　
　
　
　
　
二
．
五
リ
ッ
ト
ル
と
大
量
に
分
泌
さ

　
　
　
　
　
れ
、
主
な
成
分
は
塩
酸
や
ペ
プ
シ
ン

　
　
　
　
　
な
ど
で
、
た
ん
ぱ
く
質
を
消
化
さ
せ

ノ
る
働
き
の
あ
る
も
の
で
す
。
塩
酸
に

　
　
　
　
　
は
、
い
ろ
い
ろ
な
細
菌
が
十
二
指
腸

　
　
　
　
　
へ
進
入
す
る
の
を
防
ぐ
働
き
も
あ
り

　
　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
胃
は
、
心
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ

　
　
　
　
　
り
ま
す
。
怒
っ
た
り
、
悲
し
ん
だ
り
、

　
　
　
　
　
心
配
ご
と
が
あ
る
と
胃
液
の
出
方
が

　
　
　
　
　
悪
く
な
り
ま
す
。

　
胃
は
、
食
道
か
ら
送
り
込
ま
れ
た

食
べ
物
を
ド
ロ
ド
ロ
に
消
化
し
て
、

少
し
ず
つ
十
二
指
腸
へ
送
り
だ
す
働

き
を
し
て
い
ま
す
。
食
べ
た
物
が
完

全
に
胃
か
ら
腸
に
通
過
す
る
に
は
、

液
状
の
も
の
で
一
分
か
ら
五
分
、
固

形
の
も
の
で
は
三
時
間
か
ら
六
時
間

か
か
り
ま
す
。

　
ご
は
ん
や
い
も
類
の
糖
質
が
、
い

ち
ば
ん
早
く
胃
か
ら
腸
へ
送
り
出
さ

れ
ま
す
。
肉
や
魚
な
ど
の
た
ん
ぱ
く

質
は
、
そ
の
二
倍
の
時
間
が
か
か
り

ま
す
。

　
脂
肪
は
胃
の
運
動
を
お
さ
え
る
た

め
、
胃
か
ら
送
り
出
さ
れ
る
の
に
最

　
食
事
の
と
き
は
、
楽
し

い
雰
囲
気
で
ゆ
っ
く
り
食

べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
同
じ
も
の
ば
か
り
、

に
片
寄
ら
ず
バ
ラ
ン
ス
よ

く
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
　
そ
の
他
胃
ガ
ン
に
な
る

と
、
胃
液
の
出
方
が
悪
く

な
り
ま
す
。
川
西
町
で
は
、

胃
ガ
ン
で
な
く
な
る
方
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
四
十
歳
を
す
ぎ
た
ら
、

一
年
一
回
胃
の
検
診
を
受

け
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

）
つ
。

翻盤嚇　　　　　臨　　　翻螺

を
ピ
ゆ
　
あ
ぶ
ピ
せ
ピ
ゑ
き
ぶ
あ

鞘
戸
籍
の
窓
か
ら

沁ザ
勘
犠
接
筈
鴇
鉢
毎
犠
骸
葛
犠
骸
犠

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

石
沢
延
雄

田
中
與
三
郎

清
水
　
カ
ウ

中
屋
敷
　
　
七
五

山
野
田
　
　
七
九

寺
尾
　
八
五

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
え
み

南
雲
絵
美

裕
長
女
中
仙
田

小
わ
琶

“
．
＼
、
．
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
岬
壇

　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

○
梅
を
干
す
大
策
二
つ
紅
に
染
み

○
百
二
番
札
所
の
庭
の
落
し
文

　
掃
き
清
め
ら
れ
し
境
内
落
し
文

・
合
歓
の
花
好
み
し
母
の
忌
の
近
し

　
夕
雲
の
空
に
ひ
ろ
が
り
合
歓
の
花

　
み
ち
の
く
の
旅
の
土
産
の
絹
扇

　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

○
紫
陽
花
の
タ
ベ
の
色
に
変
り
た
る

風
鈴
に
風
の
み
ち
あ
り
鳴
り
通
し

闇
二
つ
分
け
て
揚
が
り
ぬ
大
花
火

ま
た
た
び
の
葉
の
白
々
と
谷
深
し

硫
黄
山
噴
煙
上
が
る
日
の
盛
り

　
　
　
　
在
八
王
子
　
田
中
　
ひ
さ

　
背
丈
よ
り
伸
び
し
茅
草
分
け
登
る

　
　
　
ま
み

山
崎
真
美

　
　
　
は
や
と

星
名
隼
人

　
　
か
な
こ

星
佳
那
子

　
　
　
な
な

小
幡
奈
菜

　
　
　
て
っ
ぺ
い

大
嶋
哲
平

　
　
　
め
ぐ
み

蔵
品
　
恵

　
　
　
た
も
つ

星
名
　
保

　
　
　
た
け
ゆ
き

宮
　
健
之

正
長
女

和
弘
長
男

寺
ケ
崎
伊
友

栄　一敏敏一・久夫男夫

二長二長二男女男女女
沖霜新仁中
　　署島立条田田町

正
朗
長
男
山
野
田

移
し
植
え
し
た
る
釣
鐘
草
咲
き
し

長
梅
雨
の
ゆ
え
の
紫
陽
花
花
少
な

か
な
か
な
に
故
郷
遠
く
夕
暮
る
・

　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

瓜
茄
子
椀
い
で
一
と
日
の
始
ま
り
し

梅
雨
明
く
る
西
瓜
の
太
り
目
に
見
え
て

初
め
て
の
キ
ウ
イ
五
個
成
り
畑
楽
し

そ
れ
ぞ
れ
に
帰
り
て
淋
し
盆
の
客

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

藷
の
蔓
た
ぐ
ま
し
く
伸
び
梅
雨
明
く
る

夏
草
の
中
に
花
あ
る
朝
か
な

浜
風
に
夏
帽
並
び
吹
か
れ
を
り

梅
雨
長
き
ゆ
え
よ
し
も
な
き
憂
か
な

　
　
　
　
　
　
室
島
米
山
米
峰

日
盛
り
の
バ
ス
海
の
客
混
み
合
え
る

愛
想
よ
き
桃
売
娘
朝
の
町

梅
雨
晴
問
朝
日
に
緑
目
に
泌
み
て

梅
雨
あ
が
り
た
る
挨
拶
も
野
良
日
和

　
　
　
　
　
　
野
口
野
沢
寅
生

梅
雨
深
し
引
か
れ
し
草
の
又
根
付
き

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
縣
輔
津
籍

（
縣
難
擁

（
縣
概
響

（
縣
簾
転
驚杏省拙吉岩篁室
県倉倉田箒瀬県島
力・　　　　カ・　　　　カ・　　　　カ・

ら　　ら　　ら　　ら

　
箱
庭
や
思
い
出
橋
の
色
赤
く

　
鱈
汁
を
囲
め
ば
梅
雨
の
海
暮
る
・

　
読
み
と
れ
ぬ
軸
も
宝
の
曝
書
か
な

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
左
木
人

　
五
大
堂
背
に
写
真
撮
る
梅
雨
晴
間

　
航
跡
も
八
百
八
島
梅
雨
曇
り

　
み
ち
の
く
の
土
産
風
鈴
買
う
こ
と
に

　
　
初
心
者
講
座
①

　
　
　
　
　
季
題
と
い
う
こ
と

　
　
俳
句
は
古
来
日
本
の
季
節
懸
覚
の
美
か
ら

　
生
ま
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
季
節
感
が

　
詩
形
の
中
心
に
な
る
訳
で
す
。
こ
の
季
節
を

　
現
わ
す
用
語
を
季
題
と
言
い
ま
す
。

　
　
季
題
に
は
人
事
、
天
象
、
花
、
鳥
獣
等
い

　
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
季
節

　
が
表
現
さ
れ
る
の
で
不
可
欠
な
用
語
と
な
り

　
ま
す
。
例
え
ば
「
愛
想
よ
き
野
菜
売
る
娘
や

　
朝
の
町
」
で
は
野
菜
は
四
季
い
つ
も
あ
る
言

　
葉
で
季
節
を
表
わ
し
得
ま
せ
ん
「
愛
想
よ
き

　
　
　
桃
売
娘
朝
の
町
」
と
す
れ
ば
、
自
か
ら
桃
の

　
季
節
感
や
桃
売
り
の
周
辺
、
売
娘
の
様
子
な

　
ど
と
鑑
賞
の
領
域
が
広
が
っ
て
来
ま
す
。
こ

　
の
よ
う
に
そ
の
季
節
の
ひ
ろ
が
り
か
ら
、
い

　
か
に
鑑
賞
の
深
さ
を
求
め
、
余
韻
を
昧
う
か

　
が
俳
句
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
で
す
。

ゆ
・
8
一
●




